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暑
中
お
見
舞
い申
し
上
げ
ま
す

暑
気
日
ご
と
に
加
わ
り
盛
暑
の
俵
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
Y
÷
γ
こ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
政
推
進
に
御
支
援
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
ス
ポ
ー
ツ
に
寄
せ
ろ
関
心
が
一
層
高
ま
り
つ
つ
あ
る
Y
J
t
こ
、
平
成
二
年

に
国
民
体
育
大
会
の
漕
艇
続
投
が
遠
賀
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、

様
方
の
郷
土
意
識
を
高
め
健
康
で
魅
力
あ
る
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
も
良
い
機

会
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
七
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
と
来
年
の
国
民

体
育
大
会
に
向
け
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
皆
様
方
の
御
協
力
に
よ
り
無
事
に
終
え
ろ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
賀
総
合
運
動
公
園
に
公
∵
さ
ま
し
て
は
　
「
み
ど
り
の
広
場
」
も
完
成
い
た
し
、
相
撲

場
が
七
月
に
完
成
す
る
と
、
は
ば
整
備
が
終
る
と
こ
ろ
で
十
が
、
「
み
ど
り
の
広
場
」

に
は
キ
ャ
ン
プ
場
を
併
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
脅
威

を
図
る
た
め
、
あ
る
∴
∵
は
、
よ
り
よ
い
社
会
人
と
し
て
一
層
健
全
に
成
長
さ
れ
る
よ
う

総
合
運
動
公
園
を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
Y
r
か
）
お
願
い
し
ま
十
。

高
齢
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
′
べ
て
の
人
が
本
当
に
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
ろ
社
会
を
つ
く
る
た
れ
、
自
分
の
能
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
で
社

会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
「
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事
業
」
　
と
し
て
、
地
鳥
の
飼

育
、
採
卵
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
い
、
心
身
と
も
に
健
康
で
明
る
い
遠
賀
町
の
建
設
を
呼

び
か
〓
∵
た
言
∵
と
思
∵
ま
す
。

そ
の
他
、
烏
門
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
、
各
地
区
歩
道
の

壁
僻
、
昭
和
六
十
三
年
度
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
戸
助
川
の
改

修
工
事
、
街
路
灯
の
堂
偽
、
遠
賀
町
消
防
団
第
三
分
団
の
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
な
ど
各
撞
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
六
月
か
・
♭
当
町
に
お
い
て
は
、
第
二
、
第

四
土
曜
日
に
役
場
を
閉
庁
し
て
お
り
ま
す
が
、
諸
事
業
の
逆
行
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
職
員
一
同
一
丸
と
な

っ
て
行
政
努
力
を
ー
し
て
ま
い
ろ
所
存
で
す
。

暑
さ
ー
段
と
き
び
し
き
折
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
蛙
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

遠
評
串
和
幸
　
山



芦屋基地では、夏休み期間中に基地近郊の皆様と

の親睦および青少年に対する航空知識の普及啓発を

図るため、次のとおり各霞の催し物を開催いたしま

す。多数のご来場をお待ちしています。

行　　事 �持I∴∴8 �時　　間 �肉∴∴∴露 �そ　　の　　他 

航空館支 �8月30 1 8月5日 �2　活　3∴日 �体験統痔など その他いろいろ �貧∴情 交1寸 （光酋峨） 

傭義持乗 �8月4日 � �YS－11聖I機で 行 �蜜∴良：60台 

映言合 �8月4日 � �アニメ映画 館空映嘲 �整地胸鳩で上映 入場東科 

膏薬会 �8月40 � �る演奏 � 

絡∴∴涼 盆踊り 大会 �8月4日 � �各地は偶人会の 祷椴の奴浦 和び人I）敗迎 �各蝕陳擬麿問ば 

6月 ���5月 �4月 ���月 

教 育 �企 �建 �教 �教 �′Zb �福 �要 

委 員 ∠ゝ 承 �；回 �；設 ；関 �青 委 �育 委 員 会 �；業 �；祉 …関 �望 

i閑 ��員 ∠ゝ ユキ ��；務 ��項 
関 係 �係 �係 �関 係 �関 係 �関 係 �係 �目 

1 �2 �1 �l �1 �1 �2 �件 数 

（3）

最
近
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
申
、
農

家
の
み
な
さ
ん
は
大
変
に
と
苦
労
の
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

遠
賀
町
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
四

月
か
ら
「
農
業
相
談
」
を
開
設
し
、
農

業
経
営
に
関
す
る
相
談
事
を
適
切
に
解

決
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
相
談
事
が

あ
り
ま
し
た
。

●
土
地
の
転
用
を
し
だ
い
と
思
う
が
、

隣
地
と
の
承
諾
関
係
が
う
ま
く
い
か

ない。

●
農
業
後
継
者
（
息
子
・
娘
）
に
土
地

を
護
り
た
い
が
、
そ
の
場
合
、
税
制

面
で
は
ど
う
な
る
の
か
。

●
自
分
が
農
薬
経
営
者
で
あ
る
湯
合
、

農
業
者
年
金
を
受
け
た
い
と
思
う
が

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
と
れ
ば
よ
い

のか。

●
小
作
地
に
だ
す
と
、
将
来
土
地
が
返

っ
て
こ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

●
農
地
を
増
や
し
た
い
が
、
お
金
の
貸

り
入
れ
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

こ
の
他
、
農
業
経
営
で
お
悩
み
の
方

お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
飯
田

●
時
　
間

●
場
　
所

●
拍
駁
内
容

毎
月
1
回
（
毎
月
の
予
定

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

1
3
時
5
0
分
～
1
6
時

役
場
第
1
委
貝
会
室

農
地
紛
争
、
農
業
者
年

金
、
農
地
の
売
買
賃
貸

借
、
農
地
の
相
続
・
贈

与
税
、
後
継
者
問
題
、

分
家
用
地
な
ど

●
間
合
先
遠
賀
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
役
場
産
業
課
内
）

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

★
8
月
4
日
は
、
基
地
を
牛
後
3
時
0
0

分
か
ら
解
放
し
ま
す
の
で
、
御
家
族

御
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数

御
参
加
く
だ
さ
い
。

★
詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
墓
地
渉
外

室

宙

0

9

3

（

2

2

3

）

0

9

8

1

内
線
2
5
4
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ

さい。お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

7
月
1
0
日
号
の
7
ペ
ー
ジ
の
ス

ポ
ー
ツ
結
果
に
掲
載
し
た
写
真
の

チ
ー
ム
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

東
和
苑
A
チ
ー
ム
ー
浅
木
A
チ
ー
ム

浅
水
A
チ
ー
ム
ー
東
和
苑
A
チ
ー
ム

図
回
圃
圃
圃
圃

設
　
置
　
場
　
所

●
役
場
玄
関
前

●
中
央
公
民
館

●
公
民
館
別
館

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
開
か
れ
た
町
政
」
を
す
す
め
る
た

め
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
町
政
に

何
を
求
め
、
何
を
期
待
し
て
い
る
か
を

的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
少
し
で
も
町

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
「
お
ん
が
目
安

箱
」
を
設
置
し
、
広
聴
活
動
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
元
年
度

の
4
月
か
ら
6
月
ま
で
に
目
安
箱
に
寄

せ
ら
れ
た
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や

要
望
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ん
が
行

政
に
何
を
求
め
て
い
る
か
き
く
み
取
り

今
後
の
町
勢
発
展
の
た
め
に
参
考
に
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
聴
活
動
に
対
す
ろ
町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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6
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（4）

㊨
建
築
堕
正
雪
の
縦
覧

老
齢
福
祉
年
金

受
給
善
の
み
な
さ
ん

建
築
基
準
法
第
榔
条
の
3
第
2
項
の

規
定
に
基
づ
く
建
築
協
定
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
同
法
第
7
1
条
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
と
と
も
に
建
築
協
定

書
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

●
建
築
協
定
の
名
称
　
パ
ス
コ
タ
ウ
ン

田
園
都
市
第
五
次
建
築
協

定

●
代
表
者
　
珠
式
会
社
パ
ス
コ
代
表
取

締
役
　
中
島
清
治

●
縦
覧
場
所
　
遠
賀
町
役
場
建
設
課

●
縦
覧
期
間
　
7
月
3
1
日
ま
で

パ
ス
コ
ダ
ウ
ン

公
開
聴
聞
会
の
開
催

建
築
基
準
法
第
槻
粂
第
1
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
開
聴
聞
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
　
8
月
1
0
日
（
木
）
1
4
時

●
開
催
場
所
　
遠
賀
町
役
場
　
第
3
会

議
室

●
瞳
細
の
理
由
　
次
の
建
築
協
定
に
つ

い
て
関
係
人
の
出
頭
を
求
め
意
見
を

聞
く
た
め

●
建
築
協
定
の
名
称
　
パ
ス
コ
タ
ウ
ン

田
園
都
市
第
五
次
建
築
協
定

●
建
築
協
定
の
区
域
　
遠
賀
町
大
字
尾

崎
パ
ス
コ
タ
ウ
ン
田
園
都
市
の
一
部

●
申
請
人
住
所
　
東
京
都
港
区
赤
坂
7

丁
目
1
0
番
約
号

●
申
請
人
氏
名
　
株
式
会
社
パ
ス
コ
代

表
取
締
役
　
中
島
清
治

届
け
出
を
さ
れ
ず
に
両
方
か
ら
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
金
を
受
け
始

め
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

陸
曹
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
の
露
壁

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

8
月
の
年
金
は
8
月
近
日
か
ら
支
払

い
が
始
ま
り
ま
す
。

指
定
の
郵
便
局
で
年
金
を
受
け
取
ら

れ
た
ら
8
月
如
日
ま
で
に
国
民
年
金
証

書
と
年
金
受
給
状
況
申
立
書
を
役
場
国

保
年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
証
書
の
提
出
を
忘
れ
る
と

次
回
か
ら
の
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ふ
た
つ
の
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か

厚
生
年
金
保
険
や
恩
給
な
ど
の
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
、
老
齢
福
祉
年
金

の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
国
民
年
金
証
書

と
い
っ
し
ょ
に
、
厚
生
年
金
保
険
や
恩

給
な
ど
の
年
金
証
書
と
最
近
の
年
金
額

改
定
通
知
書
を
、
役
場
国
保
年
金
係
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

1
月
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
「
現
況

屈
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。

現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人

が
年
一
回
、
あ
な
た
や
家
族
の
所
得
と

家
族
の
状
況
な
ど
を
記
入
し
た
届
書
を

提
出
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
確
認
を
受
け
る
大
切
な

忘
れ
る
と
年
金
が
ス
ト
ッ
プ

も
し
琵
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
の
支

払
い
も
遅
れ
ま
す
。
必
ず
7
月
3
1
日
ま

で
に
役
場
国
保
年
金
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
現
況
届
の
用
紙
は
、
5
月
の
支
払
通

知
書
と
い
っ
し
ょ
に
郵
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
届
出
に
は
、
こ
の
用
紙
と
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

、
三
諌
言
験
三

中
学
校
卒
業
経
度

認
定
試
験

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
発
育
不

完
全
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
た

め
に
、
義
務
教
育
語
学
校
に
就
学
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
就
学
を
猶
予
ま
た
は

免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に
対
し
、
中
学
校

を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
認
定
試
験
を

行
い
、
合
格
者
に
高
等
学
校
入
学
資
格

を
与
え
る
も
の
で
す
。

▽
受
験
費
棺

平
成
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
満
場
歳

以
上
に
な
る
人
で
次
の
用
か
ら
㈲
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
受
験
で

き
ま
す
。

㈲
現
在
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学

を
猶
予
若
し
く
は
免
除
を
受
け
て
い
る

人
ま
た
は
以
前
に
受
け
た
人

㈲
旧
尋
常
小
学
校
ま
た
は
旧
国
民
学
校

へ
の
就
学
の
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け

た
人
㈲
義
務
教
育
語
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
人
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ
た
と
文

蔀
大
臣
が
認
め
た
人

▽
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場

Ⅱ
月
齢
日
（
金
）

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

福
岡
県
教
育
庁
第
2
会
議
室
（
県
庁

4
F
）

▽
出
願
書
類
の
交
付
及
び
受
付
場
所

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

番
7
号
　
福
岡
県
教
育
庁
指
導
第
二
部

義
務
教
育
課
学
事
係

衝

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

内
線
5
1
6
2

三
＼
這
雪
ノ
舞
曇
一

写
真
展
を
見
に
行

き
ま
せ
ん
か

遠
賀
写
真
ク
ラ
ブ

遠
賀
写
真
ク
ラ
ブ
は
、
発
足
以
来
満

l
ヶ
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会

に
1
年
間
の
成
果
を
皆
様
方
に
見
て
い

た
だ
き
た
く
、
次
の
と
お
り
写
真
展
を

行
い
ま
す
。
多
数
の
と
来
場
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
期
　
間
　
8
月
1
日
㈹
～
7
日
㈲

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

●
間
合
先
　
松
ノ
本
　
山
梅
　
田

衝
（
2
9
3
）
3
9
8
1

た
な
は
た
習
字
作
品
展

日
本
習
字
教
育
村
田

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
見
て
く
だ
さ

い
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す

期
　
間
　
8
月
5
日
出
～
7
日
㈲

会
　
場
　
コ
ミ
ュ
ー
〓
フ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

出
品
作
　
た
な
は
た
蔵
書
作
品

出
品
者
　
日
本
習
字
会
員

主
　
催
　
日
本
習
字
教
育
財
団

後
　
援
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

間
合
先
　
別
府
　
長
野
和
子

＄
（
2
9
3
）
0
2
0
5



交通事故のご相鞠
はお気軽にどうぞ
無料でご相談に固
じております

午前9時単一午後4時40分（毎

週月一金）土曜日・日曜日は休み

です。

◎専門の相談員が親身になってご

相談に応じます。

◎弁虞士椙餓目：毎週金嘱目

午後1時へ4時

社団法人　日本損害保険協会

小倉自動車保険
請求相談センター
北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ピル5階小倉調査車務所内

●093－521－2140（道道）0掬ー541－1531

●相談日が毎週月一合となりまし

た。（土曜は全休）

●また当センターが8階から5階

に移転しました（ビルは同じです）

町営住宅入居善募集中♂

←聞取り 三 ＼＼ 
物 日 �浴室 ��玄関 �‾－（ �「‾－‾－‾ 和室 6台） l．＿－i＿＿＿ �押 入 押 入 � 

便 所 �洗面所 

婦人 ���部下 ��� � � 

煩 悶 � �和室 （．6魯） ��台所 ���和室 （8畳） 

バルコニー 

立 つ：⊃ 

∴＿」 

聖霊聖星里謡醒－

○入居資格収入基準（給与所得者の場合）

（本表は収入を待ている人が一人の場合です）

；粟 �1　人 �2　人 �3　人 �4　人 

第1種 �3，464，000 �3，876，000 �4，288，000 �4，700，000 
円未満 �円未満 �円未満 �円未満 

第2種 �2，424，000 �2，896，000 �3，360，000 �3，772，000 
円未満 �円未満 �円未満 �円未満 

▲撮影はお母さんの千秋さん �き　わ　1福前月　る　強核　　行者島 �黙お原 とよ爆一一 

鵠寮毎づぉ　ダ　　室 �ませ町分と116とく戦こねの市来 すて民間世時日と訴告のれ慰及る よ、のの界2午もえの式ま霊び8 う熟み黙恒分前にる悲典す式長月 おとなと久に8、「惨にo並埼6 願うさう平、時原平さおび市日 

〕∴「∴： ∴十三∴ ．〈／達てますい 、いれoき5男生 ��謹窺 
いのまが和原15爆和とい　にに’ いごに簿の爆分が富核て　平お8 �ご和書 

た協もげ確死と技官兵全和い月 ま牒薫彊磐結語党籍詰 すい日ま願の9れ行廃へ式煤に oた∴にすつめ日たわ維向典死、 だあ○てい午8れを！ナ∴∴が没広 �協祈の 力念慰 をの霊 

（5）

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
広
漠
字
道
官

●
募
集
戸
数
　
第
1
謡
（
3
K
）
2
声

●
家
　
賃
　
月
額
2
万
9
、
5
0
0
円

●
共
益
費
　
月
額
4
、
0
0
0
円
程
度

●
敷
　
金
　
8
万
8
、
5
0
0
円

（
家
賃
の
3
か
月
分
）

●
入
居
資
格

・
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
収
入
が
別
表
の
基
準
以
下
の
人

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
虫
生
津
西
町

●
真
集
戸
数
　
第
2
謹
（
2
K
）
1
声

昭
和
曲
事
建
築
1
棟
2
声
建

（
浴
槽
は
個
人
で
設
置
）

●
家
　
賃
　
月
額
3
、
2
0
0
円

●
敷
　
金
　
　
　
9
、
6
0
0
円

（
家
賃
の
3
か
月
分
）

●
入
居
資
格
　
収
入
基
準
表
の
第
2
種

欄
を
参
照
の
こ
と

●
申
込
締
切
　
随
時
受
付
（
募
集
声
紋

に
達
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

※
な
お
希
望
者
の
方
に
は
随
時
、
現
地

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

2
種
町
営
住
宅

入
居
者
募
集



無妊産帥母役13　8
科彊盟鍾享蕉莞乍
操後　　肢健分　日
の　　受室I　（
過　　領　15月
こ　　の　　時）
し　　方　　30

万　　は　　分

●　　　　●　●　●　●　●　●

料　　　内持射場時期
参裏

金　　　容晶者所間　口

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編　集　企画調整係　　印　刷　冷寧日印刷合資会社（6）

総
合
検
診
で

健
康
管
理
を

お
盆
期
間
中
急
病
に

奮
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か

●
場
　
所

●
対
象
者

●
内
　
容

遠
賀
町
中
央
公
民
館

生
後
7
カ
月
～
職
カ
月
児

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

保
健
衛
生
係

食
な
ど
指
導

●
料
　
金
　
無
料

●
日
　
面

●
松
ノ
本

8
月
2
日
（
水
）

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

広
渡
公
民
館

8
月
4
日
（
金
）

9
時
～
Ⅱ
時

田
園
公
民
館

・
微
光
苑

8
月
0
0
日
（
木
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

8
月
Ⅱ
日
（
金
）

9
時
～
Ⅱ
時

松
ノ
木
公
民
館

※
検
査
項
目
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
6
月
鰐
口
の
広
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
を
8
月
1
3
日

（
日
）
、
曲
目
（
月
）
、
1
5
日
（
火
）

の
三
日
間
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
珍
技
蒔
田
　
9
時
～
1
7
時

●
場
　
所
　
　
水
巻
町
大
字
下
二

5
7
6
番
地
の
4

（
I
R
水
巻
駅
か
ら
南

へ
徒
歩
3
分
医
師
会
蝕

西側）

衝
（
2
0
1
）
9
9
9
9

●
鯵
虞
科
目
　
内
科
・
小
児
科

※
急
病
で
止
む
を
え
な
い
患
者
さ
ん

以
外
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
参
晶

●
内
　
容

●
料
　
金

し
尿
収
集
・
ゴ
ミ
収
集
の

盆
休
み
が
あ
り
ま
す
。

保
健
衛
生
係

8
月
1
3
日
（
日
）
、
虹
日
（
月
）
、

1
5
日
（
火
）
は
、
盆
休
み
の
た
め
、
し

尿
と
ゴ
ミ
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
盆
の
た
め
の
し
尿
臨
時
収
集
を
申

し
込
ま
れ
る
方
は
、
8
月
4
日
（
金
）

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
役
場
保
健

衛
生
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

8
月
l
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
紗
分

遠
賀
町
中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
付

無
料

●
期
　
日
　
8
月
8
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

e
e
⑲
e
e
e
e
e
o
e
e

／
－
′
一
ノ
ー
ノ
シ
ソ
ー
ノ
㌔
ノ
∵
′
一
／
ノ
′
一
タ
ー
ン
へ
之
（
え
ー
ノ
呈
イ
ー
プ
一
ノ
㌔
7
2
㌧
ノ
ト
）
も
タ
ー
ン
一
′
一
ノ
な
／
÷
′
／
」
ノ
《
ノ
ン
ン
し
た
フ
目
し
日
を
メ
ィ
′
）
諦
（
／

夏
に
多
い
耳
の
病
気

／
－
ノ
ー
／
ノ
／
一
／
宅
′
宅
′
－
ノ
斗
／
呈
′
一
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
／
一
ノ
ー
ノ
一
ブ
し
ノ
レ
／
－
ノ
㌔
′
一
ノ
↓
／
－
ノ
ー
／
ノ
′
ノ
ノ
ー
／
－
／
－
／
－
／
－
ソ
ト
ー
J
仁
一
ノ
ー
ノ
ミ
′
」
ノ
青
く
ン

夏
の
暑
い
日
が
つ
づ
く
と
、
だ
れ

し
も
海
へ
、
山
へ
と
声
外
で
過
ご
す

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
に
合
せ
る
よ
う
に
、
大
人
に
も
子

供
に
も
耳
の
痛
み
を
訴
え
ろ
人
が
増

え
て
く
る
の
で
す
。

さ
て
夏
に
最
も
多
い
耳
の
病
気

は
、
外
耳
道
炎
と
耳
の
お
で
き
で
す
。

こ
の
病
気
は
、
例
え
ば
、
水
泳
で

耳
の
中
に
水
が
入
っ
て
と
れ
な
い
時

に
、
指
や
ヘ
ア
ー
ビ
ン
な
ど
で
耳
の

中
を
刺
激
し
た
後
に
よ
く
起
こ
り
ま

す。
耳
の
穴
全
体
に
炎
症
が
起
こ
っ
た

も
の
が
外
耳
道
炎
で
、
毛
穴
な
ど
に

は
い
菌
が
侵
入
し
て
局
部
的
に
腫
れ

て
腺
が
た
ま
っ
た
り
す
る
も
の
が
お

で
き
で
す
。

ど
ち
ら
も
、
耳
た
ぶ
を
ひ
っ
ば
っ

た
り
、
押
し
た
り
す
る
と
必
ず
耳
の

痛
み
が
起
こ
り
ま
す
が
、
外
耳
道
の

腫
れ
が
ひ
ど
く
な
い
限
り
、
普
通
は

聴
力
障
害
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

も
う
ー
っ
、
耳
の
痛
み
の
原
因
に

な
る
の
が
、
急
性
中
耳
炎
で
す
。
こ

れ
は
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
よ
く
起
こ

る
も
の
で
、
鼻
や
咽
の
細
菌
が
耳
と

鼻
を
つ
な
い
で
い
る
細
い
管
を
通
っ

て
耳
の
中
へ
侵
入
し
て
炎
症
を
起
こ

す
も
の
で
、
鼻
を
強
く
か
ん
だ
り
、

す
す
っ
た
り
し
た
時
に
菌
が
よ
く
侵

入
し
ま
す
。

症
状
は
耳
の
痛
み
と
軽
い
難
聴
、

あ
る
い
は
耳
が
つ
ま
っ
て
い
ろ
よ
う

な
感
じ
が
し
、
更
に
炎
症
が
強
く
な

る
と
耳
だ
れ
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
外
耳
道
炎
と
遠
い
、
耳
を

ひ
っ
ぱ
っ
た
り
し
て
も
痛
み
が
強
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
は
か
、
夏
に
は
、
外
耳
道
や

耳
た
び
に
湿
疹
が
よ
く
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
か
ゆ
み
が
あ

っ
て
も
ぎ
わ
ら
な
い
事
が
最
も
大
切

です。い
ず
れ
の
耳
の
病
気
も
、
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
早
め
に
耳
鼻
咽
喉
科

を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
治
療
が
遅
れ

る
と
治
り
が
遅
く
な
り
、
難
聴
が
残

る
場
合
も
し
ば
し
ば
み
う
け
ち
れ
ま

す。


